
令和 7年度（第 2回）一般選抜入学試験問題（教育学研究科）出題意図及び解答 

専門科目問題 

 

〔出題意図〕 

 本学教育学研究科のアドミッションポリシーに基づき、学校教育や保育に関する学士課

程レベルの専門的知識を身に付けているかを評価の視点として、Ⅰでは、平成 29年告示の

「小学校学習指導要領」や「幼稚園教育要領」の改訂の背景についての理解度、ならびに行

政の指針と実践との関連性についての考察力、文章表現力を問うている。 

 Ⅱについては、教育や保育の場における「わざ」の伝承に着目し、「わざ」に関連する「知

識」や「技術」、「技能」といった用語の理念についての生田久美子氏の文章を取り上げ、文

章の読解力を問う（問 1、問 2、問 3）とともに、学校教育の現状と展望について論理的に

考察し、説明しうるのかを問うものである（問 4）。 

 

Ⅰ 

【解答のポイント】 

・改訂の特色が１つ以上挙げられており、その特色の解釈が適切であること。 

特色の例：資質・能力の三つの柱（三本柱）、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿、主

体的・対話的で深い学び、カリキュラム・マネジメント、プログラミング教育、

外国語教育、道徳教育、言語能力の育成、理数教育、伝統や文化に関する教育、

主権者教育、消費者教育、特別支援教育など 

・挙げられた特色と「社会に開かれた教育課程」との関連性について、論理的に説明している

こと。 

・論理展開が明確で論旨が一貫していること。 

・論述の体裁（表記含む）が整っていること。 

 

Ⅱ 

問 1  

【解答】 ア✕ イ○ ウ✕ エ✕ オ○ 

【解答のポイント】 

 ・生田が述べている「わざ」の概念における「知識」、「技術」、「技能」のそれぞれの言

葉が指す意味を理解していること。 

 



問 2 

【解答】  

 

【解答のポイント】 

  ・文章読解が適切であること。 

 

問 3 

【解答】（1）ア （2）ア （3）イ （4）イ （5）ア（ウ） （6）ウ（ア）  

（7）イ （8）ア（イ） （9）イ（ア） （10）オ 

【解答のポイント】 

  ・それぞれの言葉の意味を理解した上で、文脈を踏まえて適切な言葉を選ぶことができ

ること。 

 

問 4 

【解答のポイント】 

・全体を通して、論理展開が明確で、論旨が一貫していること。 

・生田の指摘の内容を踏まえながら論理的に考察し、自分の意見が述べられていること。

（生田の指摘や本文の内容に対して、肯定的な意見でも、批判的な意見でも可。） 

・自分なりの学校教育のあり方の展望を示せていること。 

以上 

【著作権保護の観点から、公開していません。】 
 


